
企画の主体（主催・共催）を明記する

当社の情報提供の記載内容は、社内表示確認の
得られた資材タイトル・内容を正しく記載

開催日時、場所を明記すること

講演会内容、講師氏名を記載
特別講演内容が固まっていない場合で

あっても仮のタイトルを記載すること

聴講者を含めたディスカッションのパートがある場合は、
時間とタイトル・内容がわかるように記載

開催場所の地図は、その会場主から二次利用できる

ものを入手すること

情報提供では、PCコードを取ってある説明会資料を

使うこと！

情報提供の演題名もその資料の題名にすること。

誤 ＱＲコード⇒ 正 2次元コード

理由：QRコードという言葉が登録商標であるため

紙面のチラシには、個人情報保護方針のリンクの二
次元コードを付す。

取得する個人情報を当社国内グループ会社以外の

第三者に提供しない前提。
※講師、他社、海外グループ会社に提供する場合は、

本ひな形を使えないため、法務室に事前に相談すること

日 時

第31回日本緩和医療学会学術大会

ランチョンセミナー４

2026年６月19日（金） 12：30～13：20

第６会場 （福岡国際会議場 ４階 409＋410）会場

共催：第31回日本緩和医療学会学術大会
帝國製薬株式会社/テルモ株式会社

©テルモ株式会社 2026年4月
CRF-2Tv0fKt1

座長 下山 理史先生

愛知県がんセンター 緩和ケア部 兼 緩和ケアセンター

難治性がん疼痛におけるメサドンの役割：
将来の難治化予測と早期導入の意義

演者 余宮 きのみ先生

広島市民病院 緩和ケア科

本会のランチョンセミナーは、事前予約制です。
詳細は学会ホームページをご参照ください。
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